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高校生議会とは?

Q.高校生議会に取

り組んだことは学び

になりましたか。

Q.社会をよりよくするた

めに、社会問題に関与し

たいと思いましたか。

事前協議を経て、高校生が調査・研究を進めていき、４つのグループがそれ

ぞれのテーマで政策提案を行いました。

特 集

知立市に求める政策、解決したい課題など、高校生の視点

で問題点・課題を洗い出し、テーマを設けて、事前に議員と

意見交換を行い、高校生の提案として形にしていきました。

STEP 1  事前協議

STEP 2  議会当日 第1部

第1部での政策提案についてグループディスカッションを行

いました。法政大学法学部土山希美枝教授をアドバイザーと

して迎え、各グループの政策提案について意見交換を行い

ました。意見交換後、土山教授より講評をいただきました。

STEP 3  議会当日 第2部

選挙年齢の引き下げにより、政治や選挙が身近なものとなった高校生に、議会活動を体験してもらい、 地方自治への関心を

高めてもらうとともに、高校生の視点から広くまちづくりについて意見を聴き協議する機会を設けるために行っています。

とても学びに
なった 26人

どちらかといえば
そう思わない 1人

どちらかといえば
学びになった 2人

どちらかといえば
そう思う 11人あまり学びになら

なかった 1人

そう思う
17人

参
加
し
た

高
校
生
の
声

高校生議会高校生が描く知立の未来

回答者数 29人 回答者数 29人
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他の高校生と交流できたことが学びになった。 とても楽しかったです！特にグループディスカッションで

議員の方々とお話できたのはとても良い経験になった！

普段では体験できない貴重な体験をすること

ができた。市民アンケートなど自分ができる

ことは少しでも参加していこうと思った。

他の人と話すことで自分になかった視点を得

られた。

高校生たちの想い

知立高校
知立東高校

山本学園
のみなさんと！

SNSを活用した知立市の知名度向上

市公式SNSの発信内容を見直し、写真を中心とした分かりやす

い投稿や、文章を簡潔にした情報発信を行う。あわせて、ハッ

シュタグの活用や参加型のキャンペーン等を実施することで、

市外への情報拡散を促す。これにより、知立市の魅力が伝わり

やすくなり、観光客の増加や地域の認知度向上につながる。

ハッシュタグ：SNSで「#」記号の後に続くキーワード（例：#旅

行、#グルメ）により、投稿を分類・検索しやすくする機能

知立市は知名度が低く、観光客が少ない。特に、
国内外で利用者が多いSNSを十分に活用できて
おらず、情報発信の工夫が不足している。

学びを支える
クラウドファンディングの活用

教育分野でクラウドファンディングを導入し、校外学習

や生徒主体の活動、学習環境の整備などに活用する。子ど

もたちの主体的な学びや社会参加が進み、将来の知立市

を支える人材育成と地域の活性化につながる。

クラウドファンディング：事業の目的に共感した方から、イ

ンターネットを通じて支援を募る仕組み。

知立市では地域活性化に向けた取り組みが行わ
れている一方、学習活動を支援するための新た
な資金調達の仕組みが十分に活用されていない。

ちびっこ川柳で世代間交流を

市内小学校から一校を選び、各学年の川柳作品を選出し、

駅やバス車内に掲示する取り組みを定期的に行う。子ど

もたちの素直な感性に触れることで、笑いや共感が生ま

れ、世代を超えた交流のきっかけとなり、まちの雰囲気が

明るくなる。

世代間の交流が少なく、まち全体で笑顔やつな
がりを感じる機会が限られている。

誰もが気軽に集まれるまちづくり

ちりゅっぴの庭に屋根を設け、座ることや遊ぶことがで

きる設備を整備する。親子連れや駅利用者が安心して過

ごせる空間をつくることで、人が集まりやすくなり、将来

的には幅広い世代の交流につながる。

駅周辺には人が集まれる場所があるものの、雨
や暑さ寒さへの対応が十分でなく、長く滞在し
にくい状況にある。

知立高校

山本学園 知立東高校

知立高校
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さらに工期延伸・負担増 知立駅付近連続立体交差事業
特 集

2025年9月議会では延伸はないと答弁していたが、県
から事前説明はなかったのか。
県からは2025年11月4日に見直しの内容について報
告があった。

Q

A

乗客の安全性確保をしながらの工事で想定以上の期
間を要したことと、働き方改革により工事現場の稼働
時間が短くなったため。

Q

A

延伸の理由は何か。

物価高騰が要因であるため、県や名鉄に責任があるも
のではなく、市としても一定の負担は必要と考えてい
る。

Q

A

今回の延伸は事業主体である県と名鉄に責任がある。
市は途中報告も受けていないのになぜ負担増を受け
入れなければならないのか。

今後、精査が必要なので、整理でき次第示す。

Q

A

高架事業の遅れにより、知立南北線、駅前広場、駅前
公園などの整備スケジュールはどうなるのか。

三河線の高架工事や堀切地区の仮線撤去の時期に変
更はないが、事業費の精査はこれから行う。

Q

A

前回の延伸では令和8年度から15年度に知立駅周辺
土地区画整理事業が遅れ、14億円の増額となったが、
今回はどうか。

事業期間：2028（令和10）年度  2031（令和13）年度完了
【主な要因】
・鉄道の運行の安全性に配慮したことにより、想定以上の期間を要したため
・国の働き方改革により、現場での稼働時間が短くなったため

事業費（市負担額）：約125億円   約149億円（+24億円）
【主な要因】
・労務単価や資材単価等の上昇
・想定が困難な要因による変更
・安全対策、環境対策の追加・変更

議会での質疑内容
市は11月4日に県からの報告を受け、議会へは11月14日に全員協議会で
説明されました。それを受けて11月18日に知立駅周辺整備特別委員会を
開催し、12月8日からの一般質問で5人の議員が関連の質問をしました。

■見直しの概要

■事業効果の発現

2026年度
(令和8年度)

2027年度
(令和9年度)

2030年度
(令和12年度)

2031年度
(令和13年度)

名古屋本線高架切替
(名古屋方面行き)

三河線高架切替
(豊田・碧南方面共)

全線高架切替
(知立駅部の完成)

側道等供用開始

変更前 変更後 増加額

国庫 約361億円 約454億円 +93億円
県費 約178億円 約232億円 +54億円
市費 約125億円 約149億円 +24億円
名鉄 約128億円 約160億円 +32億円
合計 約792億円 約995億円 +203億円
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　一般質問は、議員が市の施策について、調査研究を踏まえて、問題
提起や政策提言を行う場です。市にとっても、現状把握や解決策の方
向性を示すための共通理解の場として非常に重要です。
　今定例会では、14名の議員が一般質問を行いました。質問の内容
は、映像配信（YouTube）でご覧いただけます。

各開催日の午前・午後の部の動画のQRコード、質問者と質問内容を登壇順に掲載しています。

12月8日（月） 12月9日（火） 12月10日（水）

❶女性の健康と活躍の推進につ
いて

那須 幸子議員

公明党

❶知立駅周辺整備事業について

佐藤 修議員

日本共産党知立市議団

❶知立駅周辺整備事業について
❷知立市まちづくり委員会につ
いて

川合 正彦議員

正和会

❶前市長の退職金について
❷知立駅付近連続立体交差事業の
3年延伸による事業費増額について

久世 泰男議員

池鯉鮒クラブ

❶観光施策の目的と XR 観光コ
ンテンツ事業の検証について

大崎 あつし議員

無会派

❶マンション管理について
❷自転車反則金制度と交通安全
対策について

神谷 定雄議員

篤心会

❶知立市の都市計画道路について
❷保育料軽減、給食費無償化等
子育て支援策について

中島 孝之議員

日本共産党知立市議団

山崎、 
中島（清）

午
前
の
部

中島（清）、 
兼子、神谷（文）

午
後
の
部

中島（孝）、久世、
柴田、神谷（定）

午
後
の
部

杉浦、 
中島（孝）

午
前
の
部

川合、小林、 
那須、大崎

午
後
の
部

佐藤、川合

午
前
の
部

WEBアンケート
知立市議会だより

募集中！ 回答フォーム

ご意見をお聞かせください！

❶知立駅周辺はどう変わる？　
❷特殊詐欺・自転車盗難防止対
策！

兼子 義信議員

公明党公明党

❶防犯パトロール団体への支援 
❷街頭防犯カメラの重点配置を 
❸犯罪被害者支援条例の必要性

中島 清志議員

篤心会

❶知立駅付近連続立体交差事業
の計画見直しについて
❷市民からの要望について

山崎りょうじ議員

篤心会

❶リチウムイオンバッテリーに
ついて　❷引取り手のない遺体
の取扱いについて

神谷 文明議員

民友クラブ

❶定住人口増加に繋げる蔵福寺
地区・鳥居地区・駅南土地区画
整理事業について

小林 昭弌議員

篤心会

❶安心・安全な水道
❷どうする市民農園

柴田 勝議員

池鯉鮒クラブ

❶知立まつりの存続・継承
❷山車運行時の電線等の問題
❸特殊詐欺犯罪の被害防止

杉浦 弘一議員

民友クラブ
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議
案
審
議

水道料金の改定水道料金の改定議案
第72号

水道事業の財政状況の改善を図るため水道料金の15%
引き上げを令和8年7月1日以後に使用した水量から適用

解
説
?

公的支援（給付金など）における行政が把握している預貯金
口座などのデータに基づき、住民からの申請を待たずに（あ
るいは簡素な手続きのみで）給付を決定・実行する仕組み。

「プッシュ型」支給

本会議資料
（HP）

Q A

議員 市

12月定例会は12月2日から
12月22日まで開かれ、条例
改正や補正予算など計26
件を審議しました。

議案
第66号 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）

保育所などに通っていない乳幼児を対象と
した新たな子育て支援制度で、保護者の就
労要件などを問わず、すべての子育て家庭
を支援するために創設する

Q事業目的は。
A ①保育所等に通っていない子どもにも、集団生活を通
じた多様な関わりや育ちの機会を提供すること。②保護
者の育児不安の軽減や孤立感の解消を図り、子育て家庭
を支援すること。③保護者の多様な働き方やライフスタ
イルに関わらない形での支援を強化すること。

議案
第80号 物価高対応子育て応援手当支給事務事業

0歳から高校生年代までのすべての子ども
に対し、1人につき2万円を支給する

Q支給対象者（受給者）は。
Q所得制限は。
Q支給開始時期とスケジュールは。
A2026年3月からを予定。可能な限り早めたい。

・2月中旬までに:物価高対応子育て応援手当の案内
・2月下旬までに:プッシュ型受給拒否等申出期限
・3月中旬までに:1回目 物価高対応子育て手当支給
・以降順次:要申請者支給開始

水道料金を値上げする理由は。Q

水道事業の安定経営や施設の更新・耐震化費用を賄うため。A

対象者 保育所や認定こども園などに通っていな
い、生後6か月から満3歳未満の子ども

利用可能時間 9:00～11:00、13:30～15:30
10H/月（2H/日×5日）

実施場所 知立市立逢妻保育園
利用開始時期 令和8年4月1日から

A なし（すべての世帯が対象）。
A 対象児童を養育している保護者。

県水　県営水道から購入した水解説 ?

 賛成討論 水道料金の急激な上昇を行わず、市民生活への影響を考慮した判断であ

り知立市水道事業会計の課題を見つめ市民への対応を考えた提案であると理解す

ることから、賛成する。

 反対討論 県水※の値上げ、減価償却費など様々な問題を考慮するとまだ取るべき手

段があると考えていることから、改定の議論を1年延期しても手遅れにならないと思

うので、反対とした。
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議案
番号 議 案 等

篤心会 池鯉鮒クラブ 共産党 公明党 民友 正 無

結果
岩
城 

道
雄

中
島 

清
志

三
浦 

美
香

神
谷 

定
雄

山
崎
り
ょ
う
じ

中
野 

智
基

小
林 

昭
弌

永
田 

起
也

嶋
田 

義
雄

柴
田
　
勝

久
世 

泰
男

中
島 

孝
之

佐
藤
　
修

兼
子 

義
信

那
須 
幸
子

杉
浦 
弘
一

神
谷 

文
明

川
合 

正
彦

大
崎
あ
つ
し

議案
第59号 知立市基金条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
の
た
め
採
決
不
参
加

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第60号

知立市議会の議員の議員報酬、費用
弁償及び期末手当に関する条例の一
部を改正する条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第65号 知立市税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第66号

知立市乳児等通園支援事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第72号

知立市水道事業給水条例の一部を改
正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第75号

令和7年度知立市一般会計補正予算
（第3号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第76号

令和7年度知立市国民健康保険特別
会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第77号

令和7年度知立市介護保険特別会計
補正予算（第3号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第78号

令和7年度知立市水道事業会計補正
予算（第1号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第79号

令和7年度知立市下水道事業会計補
正予算（第1号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第80号

令和7年度知立市一般会計補正予算
（第4号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

賛 否議員の

※共産党＝日本共産党知立市議団、民友＝民友クラブ、正＝正和会、無＝無会派

※塗りつぶされている枠は討論を行った議員

市議会での議案や予算案に対する各議員の賛否状況を
まとめた一覧です。（一部抜粋）

全ての採決の
結果はこちら

議案
第65号 法人市民税の超過課税の適用期限延長

市税条例改正により超過課税の期限を延長
し、その増収分を財源として、議案第59
号で新設する知立市産業振興基金に積み立
てる

Q適用期限は。
A 令和18年3月30日まで、10年間延長する。
Q対象となる法人の要件は。
A 資本金等の金額が1億円を超え、法人税額が1千万円を
超えるもの。

令和7年12月から各委員会の様子がYouTubeで見られるよ
うになりました。

常任委員会のライブ配信開始のお知らせ

議案
第75号 新入学祝金給付事業

入学を祝う目的で、対象者に祝金を給付す
る

Q対象者と給付額、給付時期は。
A 対象者は小学校・中学校に入学する児童・生徒全員、
一人3万円で、4月下旬〜5月上旬を予定している。
Q財源は。
A 国からの交付金で全額が賄えるわけではないため、一
般財源も含めて給付する予定。

知立市議会
公式YouTube
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

No.124
令和8年2月1日

2/24（火）	 本会議（開会・提案説明）
2/26（木）	 本会議（質疑）
2/27（金）	 本会議（質疑）　予算・決算委員会
3/3（火）	 本会議（一般質問）   3/11放送	10:00～
3/4（水）	 本会議（一般質問）   3/16放送	10:00～
3/5（木）	 本会議（一般質問）   3/19放送	10:00～
3/10（火）	 建設水道委員会、予算・決算委員会（建設水道）分科会
3/11（水）	 企画文教委員会、予算・決算委員会（企画文教）分科会
3/12（木）	 市民福祉委員会、予算・決算委員会（市民福祉）分科会
3/13（金）	 予算・決算委員会分科会（予備日）
3/17（火）	 予算・決算委員会、議会運営委員会
3/18（水）	 本会議（討論・採決・閉会） ※ はKATCH放送日

議会日程
令和8年3月定例会の予定

会議の動画や議事録は、
右記のQRコードからでも
確認できます

希望される方は会議当日に市役所5階の
議会事務局へお越しください。開会時間
は午前10時で、どなたでも傍聴できます。

●議会を傍聴しませんか

議会報告会
令和7年11月8日（土）

in 中央公民館 大会議室

市民と一緒に考える、知立の未来

第52回
　議会報告会とは、議会活動を直接報告・説明する場です。
　今回は第１部で３つの常任委員会から9月議会での主な審議
内容を報告し、第２部で常任委員会ごとに分かれて意見をお聞
きしました。
　いただいたご意見の一部を掲載させていただきます。

参加者のアンケート詳細結果等はこちら
からご覧ください

●  高齢者の移動手段に不安があり、免許証の返納が進まないのでは。
高齢者の利用しやすいミニバスの運行が求められる。

●  往復で同じルートが少なく乗り継ぎが難しい。また便数が少なく
生活のリズムに合わせにくい。

●  バス停が自宅から遠い高齢者は、
家に引きこもりがちになるのでは。

建設水道委員会
テーマ ミニバス等の市内の公共交通について ●  狭い道路での通学時

間帯はミニバスの通
行が危険では。

●  ミニバスの各コース
最終便の時間が早く、夜間利用しづらい。

●  西新地地区の再開発についての質問があ
り、次年度以降の計画を説明。

オンライン

●  生涯学習の拠点づくりではカフェ、フリースペース、
学習スペースなどを
設け誰でもいつでも
気軽に立ち寄れる環
境づくりが必要。

●  高齢者、子育て世代、学生などすべての年代層が交流
できる施設づくりを。

●  国も新たな教育方針の中で体験的な学びを重視。「楽し
く続けられる学び」を軸に、誰もが地域の中で年齢や立
場を超え自然に学び合える環境整備が求められる。

企画文教委員会
テーマ みんなで考えるこれからの生涯学習

●  共働きが一般的になり、夫婦ともに家事や育児に積極
的に関われるよう職場の理解が必要。

●  保育士不足が課題となっているため、労働環境の改善
が必要では。

●  夏の暑さ対策として
屋内で遊べる場所の
整備が必要では。

●  西新地地区の再開発
や今後の公園整備の中で、子育て環境に配慮したまち
づくりが必要。

市民福祉委員会
テーマ 子育て支援について


